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た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
の
11
月
議

会
一
般
質
問
３
項
目
目
「
マ
イ
ナ

保
険
証
と
高
す
ぎ
る
国
保
料
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

12
月
か
ら
保
険
証
が
新
た
に
発

行
さ
れ
な
く
な
り
市
民
に
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
「
マ
イ
ナ
保

険
証
は
７
割
の
医
療
機
関
で
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
り
、
利
用
率
は
14
％
を

切
っ
て
い
る
。
今
後
、
今
の
保
険

証
の
期
限
が
切
れ
る
前
に
は
『
資

格
確
認
書
』
が
発
行
さ
れ
、
現
在

の
保
険
証
と
同
様
に
活
用
で
き
、

医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
自
治
体
実
務
の
負
担
軽
減
、

患
者
で
あ
る
市
民
へ
の
負
担
軽
減
、

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う

に
市
民
の
不
安
を
軽
減
す
る
に
は
、

保
険
証
の
廃
止
で
は
な
く
存
続
が

必
要
」
だ
と
し
て
市
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が
ト
ラ

ブ
ル
続
き
で
紐
づ
け
の
解
除
が
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、

松
江
市
で
の
適
切
な
対
応
を
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
た
ち
ば
な
市
議
は
、
子

ど
も
の
人
数
毎
に
か
か
る
国
保
の

均
等
割
保
険
料
は
あ
と
４
４
０
０

万
円
で
18
歳
ま
で
無
料
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
「
国
保
料
が
高

す
ぎ
る
。
基
金
の
活
用
で
子
育
て

支
援
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

松
原
正
健
康
福
祉
部
長
は
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
と
資
格
確
認
書

の
ど
ち
ら
を
保
有
す
る
か
は
加
入

者
が
選
択
。
国
保
加
入
者
が
引
き

続
き
保
険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
周
知
し
て
い
く
。
ひ
も
づ
け
解

除
は
12
月
２
日
か
ら
受
付
を
開
始

し
た
。
こ
ど
も
均
等
割
保
険
料
に

つ
い
て
国
の
基
準
を
超
え
て
独
自

の
減
免
を
行
う
こ
と
は
適
切
で
は

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
11
月
議
会
一

般
質
問
「
不
登
校
の
子
ど
も
と
保

護
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
不
登
校

支
援
」
３
回
に
分
け
て
ご
報
告
の

３
回
目
で
す
。

舟
木
市
議
は
、
現
在
松
江
市
が

行
っ
て
い
る
主
な
不
登
校
支
援
事

業
の
事
業
内
容
や
利
用
状
況
、
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
質
し

ま
し
た
。
ま
た
、
『
学
び
の
多
様

化
学
校
（
不
登
校
特
例
校
）
』
開

校
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
中
、
長
野

市
が
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
を
実

感
で
き
る
居
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
開
設
し
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
Ｓ
ａ
Ｓ
ａ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
（
サ
サ
ラ

ン
ド
）
」
の
事
例
を
紹
介
し
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
図
る
考
え
は
な
い
か
市
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。

川
上
諭
副
教
育
長
は
、
不
登
校

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
「
『
ふ
れ

あ
い
教
室
』
は
、
今
年
度
23
人
が

利
用
。
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
へ
の
対
応
、
施
設
の

老
朽
化
や
人
員
確
保
に
課
題
」

「
『
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
ぼ
た

ん
ね
っ
と
』
は
、
現
在
60
人
超
が

申
し
込
み
、
毎
日
10
名
か
ら
15
名

程
度
が
参
加
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
よ

り
ニ
ー
ズ
沿
っ
た
支
援
に
努
め
る
」

「
『
訪
問
型
支
援
員
派
遣
事
業
こ

ね
く
と
』
は
、
現
在
12
名
に
対
応

中
。
自
宅
以
外
の
支
援
場
所
も
検

討
し
た
い
」
「
利
用
者
の
声
や
ニ
ー

ズ
を
注
視
し
、
橋
北
、
橋
南
そ
れ

ぞ
れ
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
も
含
め
今
後
の
運
営

の
在
り
方
に
つ
い
て
具
体
策
を
調

査
検
討
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

安
心
し
て
医
療
に
か
か
り
た
い

マ
イ
ナ
保
険
証
と
国
保
子
ど
も
支
援

た
ち
ば
な

ふ
み

市
議
一
般
質
問
③

不
登
校
の
子
ど
も
と
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
不
登
校
支
援
に
つ
い
て

舟
木
け
ん
じ
市
議
一
般
質
問
①
の
３

たちばなふみ
市議会議員

舟木けんじ
市議会議員

白
川
よ
う
子
参
院
比
例
候
補
と
、

大
平
よ
し
の
ぶ
衆
院
中
国
比
例
候

補
が
12
月
24
日
に
松
江
市
を
訪
れ
、

12
月
７
日
に
２
号
機
が
再
稼
働
し

た
島
根
原
発
を
現
地
調
査
し
ま
し

た
。
県
議
団
（
尾
村
利
成
団
長
）

の
案
内
で
、
亀
谷
優
子
、
村
穂
江

利
子
元
衆
院
候
補
、
舟
木
健
治
、

た
ち
ば
な
ふ
み
両
市
議
、
佐
野
み

ど
り
、
ひ
の
伸
一
市
議
予
定
候
補

が
同
行
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
「
島
根
原
発
は
２

０
１
２
年
１
月
に
定
期
検
査
の
た

め
停
止
し
、
先
般
約
13
年
ぶ
り
に

稼
働
。
島
根
原
発
の
直
下
に
は
宍

道
断
層
、
鳥
取
沖
合
断
層
と
い
う

１
４
０
キ
ロ
の
活
断
層
が
あ
り
、

大
地
震
が
起
き
れ
ば
被
害
は
甚
大
」

「
避
難
計
画
で
は
入
院
患
者
が
原

発
事
故
時
に
山
陽
の
３
県
や
四
国
、

関
西
の
病
院
に
転
院
さ
せ
ら
れ
る
」

な
ど
説
明
し
ま
し
た
。

原
子
力
館
駐
車
場
横
に
あ
る

「
誓
い
の
鐘
」
は
２
０
１
０
年
に

発
覚
し
た
原
発
１
・
２
号
機
で
５

１
１
箇
所
の
点
検
漏
れ
の
反
省
を

忘
れ
な
い
た
め
に
「
原
子
力
安
全

文
化
の
日
」
を
制
定
し
記
念
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
建
て
た
も
の
。

12
月
に
は
中
国
電
力
が
港
湾
法

に
基
づ
く
届
け
出
を
行
わ
ず
に
工

事
を
し
て
い
た
法
令
違
反
が
発
覚
、

ま
た
20
年
間
で
８
件
の
火
災
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
続
き
。
参
加
者
は
「
中

国
電
力
に
危
険
な
原
発
を
動
か
す

資
格
は
な
い
」
と
原
発
ス
ト
ッ
プ

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

白

川

よ

う

子

参

院

比

例

候

補

県
議･

市
議
と
共
に
島
根
原
発
を
視
察

尾村県議の説明を聞く白川候補ら

日
本
共
産
党
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

い
っ
せ
い
宣
伝
で
17
日
、
亀
谷
ゆ

う
子
参
院
鳥
取
・
島
根
選
挙
区
候

補
は
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両

県
議
、
舟
木
健
治
、
た
ち
ば
な
ふ

み
両
市
議
、
ひ
の
伸
一
、
佐
野
み

ど
り
両
市
議
候
補
と
一
緒
に
商
店

街
前
で
演
説
し
ま
し
た
。

亀
谷
氏
は
、
物
価
高
騰
で
暮
ら

し
が
大
変
な
中
で
も
軍
事
費
は
増

強
し
、
社
会
保
障
を
削
減
し
よ
う

と
す
る
自
民
・
公
明
政
権
を
批
判
。

「
参
院
選
で
自
公
を
少
数
に
追
い

込
み
、
国
の
政
治
を
大
も
と
か
ら

変
え
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会

保
障
を
充
実
す
る
政
治
を
一
緒
に

つ
く
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

尾
村
氏
は
「
裏
金
事
件
に
無
反

省
で
財
界
・
大
企
業
中
心
、
日
米

軍
事
同
盟
絶
対
と
い
う
『
二
つ
の

ゆ
が
み
』
を
正
し
、
自
民
党
政
治

を
終
わ
ら
せ
、
島
根
原
発
２
号
機

の
稼
働
を
停
止
し
よ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

た
ち
ば
な
氏
は
、
当
日
阪
神
淡

路
大
震
災
の
30
年
目
に
あ
た
る
日

だ
と
し
て
「
震
災
の
教
訓
学
び
、

防
災
減
災
対
策
の
強
化
を
国
を
あ

げ
て
行
う
時
。
松
江
市
は
市
民
の

命
守
る
た
め
原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

ひ
の
氏
は
福
島
原
発
事
故
の
被

災
地
を
何
度
も
訪
れ
た
経
験
か
ら

「
原
発
事
故
は
絶
対
に
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

佐
野
氏
は
「
ケ
ア
労
働
者
は
日

常
的
に
大
変
な
状
況
。
災
害
が
ひ

と
た
び
起
き
れ
ば
病
院
や
施
設
は

対
応
で
き
な
い
」
と
原
発
稼
働
を

止
め
る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

□
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
い
っ
せ
い
宣
伝

参
院
選
、
市
議
選
で
共
産
党
の
躍
進
を

予
定
候
補
ら
ま
ち
か
ど
か
ら
訴
え

左から佐野、ひの予定候補、たちばな市議
亀谷予定候補、尾村県議、舟木市議、大国県議、岩田県委員


